




写真図版３　Ⅰ区　６ａ１層水田跡確認・検出状況・Ⅱ区　ＳＤ１溝跡

Ⅰ区　６ａ１層水田跡検出状況（北から） Ⅰ区　６ａ１層水田跡検出状況（南東から）

Ⅰ区　６ａ１層水田跡検出状況（西から）Ⅰ区　６ａ１層水田跡確認状況（南から）

Ⅰ区　６ａ１層水田跡確認状況（北東から）Ⅰ区　６ａ１層水田跡確認状況（西から）

Ⅱ区　ＳＤ１溝跡完掘状況（南から） Ⅱ区　ＳＤ１溝跡断面（南から）



写真図版４　Ⅰ区　６ａ１層水田跡検出状況・6ａ１層上面検出遺構・Ⅱ区　６ａ 1層水田跡確認状況

Ⅱ区　６ａ１層水田跡確認状況（北から）Ⅰ区　ＳＸ１性格不明遺構断面（東から）

Ⅰ区　ＳＸ１・２性格不明遺構確認状況（西から） Ⅰ区　ＳＸ１性格不明遺構完掘状況（西から）

Ⅰ区　ＳＫ１土坑断面（南西から）Ⅰ区　擬似畦畔Ｂ検出状況（北から）

Ⅰ区　６ａ１層水田跡　水口断面（西から）Ⅰ区　６ａ 1層水田跡検出状況（南から）



写真図版５　Ⅱ区　６ａ１層水田跡検出状況・6ａ１層上面検出遺構・出土遺物

１

２

３

４

出土遺物

Ⅱ区　６ａ１層水田跡検出状況 ( 北から） Ⅱ区　６ａ１層水田跡検出状況 ( 南西から）

Ⅱ区　ＳＸ３性格不明遺構確認状況 ( 西から） Ⅱ区　ＳＸ４性格不明遺構確認状況 ( 南西から）

Ⅱ区　ＳＸ３性格不明遺構断面 ( 南から） Ⅱ区　擬似畦畔Ｂ検出状況・ＳＤ２溝跡確認状況（南西から）
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　沓形遺跡は、仙台平野の後背湿地に立地し、標高は約2.5ｍである。

　今回の調査では、大畦畔と小畦畔で区画された弥生時代中期中葉の水田跡とその水田跡に伴う擬似畦畔Ｂが

確認された。水田跡は約2,000年前の津波堆積物に覆われた状態で検出されている。また、この水田跡の上面で

は、津波堆積物が堆積土で底面と壁面に凹凸がある性格不明遺構が検出されており、津波による水の流れによ

り、水田面に残された何らかの痕跡であると考えられる。周辺の遺跡の調査成果などから、荒井地区周辺では

弥生時代中期中葉に集落が営まれ、後背湿地が食糧生産域として利用されていたが、津波被害により食糧生産

域が廃絶し、集落に大打撃を与えたものと考えられる。
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